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図-1 データ利活用型 ICT 土工管理システムの概要 
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１. はじめに  
国土交通省では，建設現場における生産性を向上

させ，魅力ある建設現場を目指す取組として

i-Construction を進めており，「ICT の全面的な活用」

等により 2025 年度までに建設現場の生産性を 2 割向

上させることを目的としている．その中で，ICT 建

設機械の施工履歴データを利用した出来高・出来形

管理作業の効率化，省力化が期待されている． 

また，静岡県熱海市で発生した土石流災害等を踏

まえ，2023 年 5 月 26 日に盛土規制法の一部が改正さ

れ，盛土に伴う土砂のトレーサビリティ管理の重要

性が増している． 

そこで筆者らは，盛土の転圧管理システムで得ら

れる施工履歴データを集約することで，盛土の出来

高管理や材料情報のトレーサビリティ管理の効率化，

高度化を可能とする「データ利活用型 ICT 土工管理

システム 1)2)3)（図-1）」（以下，「本システム」）を開

発し，現場試行により実用性を確認した．本稿では，

現場試行の結果について報告する． 

 

２. 現場試行の概要 
 当社施工中の盛土現場に本システムを適用し，本

システムを構成する下記 2 つの技術の現場試行を実

施した． 

① 施工履歴データを活用した土量管理システム 

② 土砂トレーサビリティ管理システム 

試行期間は，2022 年 11 月から 2023 年 1 月である． 

 

２.１. 施工履歴データを活用した土量管理システム 
本技術は，転圧管理システムを搭載した ICT 締固

め機械から得られる施工履歴データを用いて，日々

の盛土の進捗管理を効率的に実施するものである 2)4)． 

本技術を用いて算出した土量及び土量算出までに

要した作業時間について，UAV 写真測量の結果と比

較した．算出土量の比較結果を表-1 に，作業時間の

比較結果を図-2 に示す． 

本技術による算出土量は，UAV 写真測量と比較し

て-1,566m3 であり，全体土量に対する誤差率は 5.6%

であった．作業時間に関しては，UAV 写真測量と比

較して 97%削減できることを確認した． 

 

 

表-1 算出土量の比較 
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図-2 作業時間の比較 

 

２.２. 土砂トレーサビリティ管理システム 
 本技術は，ダンプトラックに搭載したセンサによ

り，「どこの土」を「どの場所」に盛土したのかを自

動で記録し，転圧管理システムの施工履歴データと

関連付けるものである 3)．出力されたデータを専用

のソフトで読み込むことで，施工日や土質，転圧回

数などの属性情報を付与した 3 次元土工管理図（属

性情報ごとに色分けされたボクセルモデル）を作成

する． 

 開発当初のセンサは取り付け作業に手間と時間を

要し，大規模土工などでダンプトラックの台数が多

くなると設置に時間を要する等の課題があった．そ

こで，センサの電源ケーブルなどの配線を改良し小

型化することで取り付け作業の効率化を図った（写

真-1）．また，センサの改良により積込み場所と荷卸

し場所を特定するための検知精度向上も図った． 

 本技術を現場に適用し実用性を確認した．ダンプ

トラックへのセンサ取り付け作業は，1 台あたり 10

分未満であり簡易に設置できることを確認した．ま

た，盛土材料のトレーサビリティデータを自動的に

作成できることを確認した．作成した 3 次元土工管

理図を図-3，図-4 に示す． 

触圧センサ

加速度センサ

センサ本体
(GNSS受信機、LTE通信機、ビーコン受信機)

ダンプレバーに取り付け
 

写真-1 改良版センサ 

 

図-3 3 次元土工管理図（全体図） 

各ボクセルには施⼯⽇や⼟質情報、
転圧回数などの属性情報を付与

施⼯⽇毎に⾊分け表⽰

盛⼟の品質管理の向上
 

図-4 3 次元土工管理図（詳細図） 

 

３. まとめと課題 
 本稿では，当社の施工現場での試行結果のみを報

告したが，筆者らは複数の現場で本システムの試行

を行い，実用性を確認した． 

施工履歴データを活用した土量管理については，

計測・解析の手間を省き効率的な土量管理が可能で

ある．精度上の課題はあるが，盛土の進捗管理に実

用できる精度だと考えている． 

土砂のトレーサビリティ管理については，人手を

かけずに高度なトレーサビリティ管理が行える他，

将来の施工履歴の確認など盛土の品質管理向上に役

立つ技術だと考えている．一方で，センサの検知精

度については，さらなる精度向上が求められる． 
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